
患者さんへ 

「当科における頸部原発不明癌症例の検討」について 
 

はじめに 
奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科では、現在、頸部原発不明癌の患者さんを対象に研

究を実施しております。この研究は、奈良県立医科大学 医の倫理審査委員会による審査・

承認、及び学長による許可を得て実施しています。内容については下記のとおりとなってお

ります。 
尚、この研究についてご質問等ございましたら、最後に記載しております[問い合わせ窓口]
までご連絡ください。 
 
1. 研究概要および利用目的 

本研究は、当科における頸部原発不明癌の臨床像を明らかにするために、当科における

頸部原発不明癌の性差、年齢分布、病期（TNM 分類）、予後などを調査することを目的

としています。 
 

2. 調査期間 
この調査では、2008 年 1 月 1 日から 2019 年 12 月 31 日までの 12 年間に当科を受診

し、治療開始時に頸部原発不明扁平上皮癌と診断された患者さんを対象としています。 
 

3. 取り扱うデータ 
患者背景：症例の年齢、性、主訴、既往歴など。 
画像診断から病型分類、病理組織型。 
病型に応じた治療法、治療経過、予後。 
 

4. 個人情報保護の方法 
個人情報、検査結果などの記録、保管は第三者が直接患者さんを識別できないよう登録

時に定めた登録番号を用いて行います。また得られた記録は、奈良県立医科大学耳鼻咽

喉・頭頸部外科教室で厳重に保管します。 
 

5. データ提供による利益・不利益 
利益・・・・本研究にデータをご提供いただいた患者さん個人には特に利益と考えられ

るようなことはございません。 
不利益・・・カルテからのデータ収集のみであるため、特にありません。 

6. 調査報告後のデータの取り扱いについて 



今回の調査報告に使われるデータが医学の発展に伴って、他の病気の診断や治療に新た

な重要な情報をもたらす可能性があります。このため、データ等を研究終了後も保存さ

せていただき、新たな研究等に使用させていただきたいと思っています。その場合にも、

上記のように全ての患者さんの情報を匿名化してデータを扱い、データが使い切られる

まで厳重に保管いたします。（保存期間は最長で 5 年間です。）ただし、この調査報告終

了後にデータを廃棄することを望まれていらっしゃる場合には、下記 [問い合わせ窓口]
までご連絡ください。この場合には、個人を特定できない状態で速やかに廃棄させてい

ただきます。 
なお、保存させていただいたデータを用いて新たな研究を実施する際には、その研究に

ついて、本学 医の倫理審査委員会で再度、審査を受けることとなっております。 
 

7. 成果の公表について 
この調査からの成果が学術目的のために論文や学会で公表されることがありますが、そ

の場合も、患者さんの個人情報の秘密は厳重に守られますので、第三者に患者さんの個

人情報が明らかになることはありません。 
 

8. データ使用の取り止めについて 
いつでも可能です。取りやめを希望されたからといって、何ら不利益を受けることはあ

りませんので、データを本研究に用いられたくない場合には、下記[問い合わせ窓口]ま
でご連絡ください。取り止めの希望を受けた場合、それ以降、患者さんのデータを本研

究に用いることはありません。しかしながら、同意を取り消した時、すでに研究成果が

論文などで公表されていた場合のように、結果を廃棄できない場合もあります。 
 

9. 問い合わせ窓口 
この調査報告についてのご質問だけでなく、ご自身のデータが本研究に用いられている

かどうかをお知りになりたい場合や、ご自身のデータの使用を望まれない場合など、こ

の調査報告に関することは、どうぞ下記の窓口までお問い合わせ下さい。 
 
奈良県立医科大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科 
太田一郎 
連絡先：0744-22-3051（代表） 


